
85-6129

85-6130

85-6131

85-6132

85-6133
85-6106
85-6134

６ 85-6107
85-6127
85-6125
85-6125

85-6128

87-0696
85-6136

85-6126

85-6140
85-6139
85-6142
85-6142
85-6137
85-6137
85-6138
85-6138
85-6120
85-6124
85-6122
85-6120
85-6123

87-0830

85-6121

85-6135

85-6144
85-6146
85-6147
85-6143
87-0217
85-3136

88-7175

86-0111
86-0212
86-0213
86-0112
86-0210

85-2155
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新地方公会計制度財務書類（平成 30年度）を見てみよう
●平成 30年度の白鷹町の貸借対照表
　町が持っている資産は全部で 198億 44百万円。資産調達の財源として、将来返済する地方債など
の負債が 114 億 28百万円、これまでの世代が負担した純資産が 84億 16百万円となっています。
　町民一人当たりの金額に換算すると、資産は約 144万円で、負債は約 83万１千円となっています。

約 144

31 ３ 31 13,746
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12 13
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・１ ８ 85
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約 83 1 千
３ ３

特集・令和２年度施政方針と予算

≪ 貸借対照表 ≫

そもそも
財務書類って何？

財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその財源
の状況といった財務状況を、企業会計の考え方や手法を
用いて作成する書類です。財務書類は、貸借対照表、行
政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の
４つの表で構成されています。

貸借対照表で
何がわかるの？

町が現在どれだけの資産を
所有し、また、その資産が
どのような財源で賄われて
いるか、将来の世代の負担
がどれだけあるかなどがわ
かります。

どうやって
見るの？

「資産」－「負債」である純資産
がマイナスになると、いわゆる「債
務超過」となり不健全な財政状
況であることを意味します。し
かし、本町では資産が負債を大
きく上回っている（プラスにな
っている）ことから、貸借対照
表上では健全な財政状況である
といえます。


